
水海川導水トンネル技術検討委員会 規約 
 
（名称） 
第１条 本会は、水海川導水トンネル技術検討委員会（以下、「委員会」という。）と

称する。 
 
（目的） 
第２条 委員会は、足羽川ダム建設事業の水海川導水トンネルに関する工事（以下、

「事業に関する工事」という。）に対して、施工の確実性の向上に資するため、

技術的な指導、助言を与えることを目的とする。 
 
（内容） 
第３条 事業者である足羽川ダム工事事務所長（以下、「事務所長」という。）の求め

に応じ、委員会は事業に関する工事について、次の事項について技術的な指導、

助言を与える。 
１）トンネルの施工に関すること 
２）地下水の保全に関すること 
３）その他必要な事項 

 
（委員会） 
第４条 委員会は、別紙のとおりの委員で構成する。 

２ 委員会には委員長をおき、委員会に属する委員のうちから、事務所長が指名

する。 
３ 委員長は委員会の議長を務め、議事を整理する。 
４ 委員長が委員会に出席できない場合には、事務所長が指名した委員が委員会

の議長を務め、議事を整理する。 
５ 委員会が必要と認めた場合は、委員以外の者に出席を求め、意見を聴取する

ことができる。 
６ 委員は、事務所長が委嘱する。 

 
（委員会の開催） 
第５条 委員会は、事務所長がこれを招集する。 

２ 事業に関する工事において、事務所長が必要と判断した場合は、委員会を召

集することなく、委員に対して技術的な指導、助言を求めることができる。 
３ 事務所長は、前項により技術的な指導、助言を求めた場合、委員に対して、

書面等により速やかに報告を行うものとする。 
 



（設置期間） 
第６条 委員会の設置期間は、足羽川ダム建設事業が完了するまでとする。 
 
（守秘義務）  
第７条 委員は、審議で知り得た内容について、委員会の許可無く第三者に漏らして

はならない。また、委員の職を退いた後も同様とする。 
 
（委員会の公開）  
第８条 委員会の設立趣意書、規約及び委員名簿については、公開とする。  

２ 配布資料及び結果（主な意見）については、原則公開とする。  
３ 委員会については、原則非公開とする。  
４ これにより難い場合は、委員会に諮った上で、事務所長が決定するものとす

る。 
 
（事務局） 
第９条 事務局は、近畿地方整備局足羽川ダム工事事務所におく。 
 
（雑則） 
第 10 条 この規約に定めるもののほか、委員会運営に必要な事項は、委員会により

定める。 
 
（附則） 
本規約は、令和２年 10 月 16 日から施行する。 
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